
組合員のみなさま
労働保険（労災保険・雇用保険）の
手続きはお任せください!
特別加入で事業主の方も労災に加入できます

京都府料理飲食業福祉厚生事業協会

お問い合わせ

各所属組合

〒604‐0951 京都市中京区二条通富小路東入ル晴明町673‐2 京都料飲国保会館 2F

もしくは

075（585）2521
rouho@athena.ocn.ne.jp

― 令和7年10月1日から適用 ―
時間額

円

京都労働局から京都府の最低
賃金が発表されました。昨年
の1058円からは64円の引き
上げとなり、時間額が1122円
となりました。昨年同様、全
国順位は7位です。

「
よ
せ
て
」と
い
う
人
は
常
に
ウ
ェ
ル
カ
ム

下
京
料
飲
組
合
75
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

11
月
は
さ
ら
に
強
化
期
間

引
き
続
き
未
手
続
事
業「
一
掃
」を

　

去
る
令
和
７
年
10
月

29
日（
水
）、
午
後
１
時

よ
り
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
京
都
に
お
い

て
京
都
下
京
料
理
飲
食

業
組
合
が
創
立
75
周
年

の
記
念
式
典
、
な
ら
び

に
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

　

木
村
裕
一
理
事
長
を

は
じ
め
、
組
合
員
、
ま

た
来
賓
な
ど
を
加
え
て

お
よ
そ
１
３
０
名
が
参

集
し
、
式
典
で
は
京
都

府
知
事
表
彰（
功
労
役
員

表
彰
・
優
良
従
業
員
表

彰
）、
京
都
市
市
長
表
彰

（
功
労
役
員
表
彰
）、
創

業
表
彰（
創
業
１
０
０

年
、
90
年
、
80
年
、
70

税
制
、
雇
用
問
題
な
ど
の
変
化
に

迷
わ
ず
対
応
で
き
る
よ
う
備
え
を

　

去
る
令
和
７
年
10
月

16
日（
木
）、
午
前
10
時

よ
り
、
京
都
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
に
お
い
て
京
都

府
料
理
飲
食
業
組
合
連

合
会 

春
秋
会
が
秋
期
総

会
・
研
修
会
を
行
っ
た
。

　

11
月
は
労
働
保
険
加

入
強
化
期
間
と
な
っ
て

い
ま
す
。
労
働
保
険
未

手
続
事
業
の
問
題
に
つ

い
て
は
厚
労
省
か
ら
も

強
い
要
請
が
あ
り
、
昨

年
か
ら
京
都
府
料
理
飲

食
業
福
祉
厚
生
事
業
協

会
も
一
掃
を
目
指
し
て

力
を
入
れ
て
お
り
、
問

い
合
わ
せ
も
増
え
て
い

ま
す
。

　
「
労
働
保
険
」と
は
、

「
労
働
者
災
害
補
償
保
険

（
労
災
保
険
）」と「
雇
用

保
険
」の
総
称
で
あ
り
、

常
勤
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
な
ど
、
雇
用
形

態
に
か
か
わ
ら
ず
、
労

働
者
を
１
人
で
も
雇
っ

て
い
る
事
業
は
原
則
、

強
制
適
用
事
業
で
あ

り
、
成
立
手
続
を
行
う

義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
成
立
手
続
き
を

し
て
い
な
い
と
、
下
記

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
り

ま
す
。

　

未
加
入
の
事
業
者

は
、
成
立
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
遡
っ
て
保
険
料
を
徴

収
す
る
ほ
か
、
追
徴

金
も
徴
収

②
労
働
災
害
が
生
じ
た

場
合
、
労
災
保
険
給

付
額
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
徴
収

③
事
業
主
の
た
め
の
助

成
金
が
受
け
ら
れ
な

い

　

研
修
で
は
上
京
税
務

署
の
山
田
財
務
事
務

官
、（
株
）ト
ラ
ジ
ャ
ル
・

フ
レ
ー
ル
の
上
田
克
史

氏
を
招
き
、「
令
和
７
年

度 

税
制
改
正
に
つ
い

て
」「
外
国
人
労
働
者
を

雇
用
す
る
際
の
基
礎
知

識
」を
そ
れ
ぞ
れ
受
講
。

ま
た
料
飲
国
保
の
相
馬

昇
司
専
務
理
事
か
ら「
被

用
者
保
険
の
適
用
拡
大
」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
。

　

い
ず
れ
も
飲
食
業
界

を
問
わ
ず
、
目
の
前
に

あ
る
対
応
す
べ
き
問
題

で
、
参
加
し
た
各
組
合

の
事
務
員
ら
37
名
は
熱

心
に
聞
き
入
り
、
ま
た

質
問
も
見
ら
れ
た
。

　

満
田
勲
会
長
も
折
か

ら
の
政
局
に
触
れ「
世

論
、
政
治
が
動
け
ば
新

た
な
制
度
が
予
想
さ

れ
、
我
々
に
も
影
響
が

あ
る
。
よ
く
学
ん
で
飲

食
店
各
位
の
相
談
に
生

か
し
た
い
」と
挨
拶
し

た
。
研
修
後
は
意
見
交

換
会
を
開
催
し
、
そ
れ

ぞ
れ
研
修
の
確
認
を
行

う
な
ど
、
親
睦
を
深
め

た
。

京都府最低賃金 64円
引き上げ

筆
記
試
験
と
い
う
も
の
を
受

け
た
の
が
、
い
っ
た
い
、
い

つ
ぶ
り
だ
ろ
う
か
と
考
え
た

の
だ
が
、
こ
れ
が
一
向
に
思

い
付
か
な
い
。
吐
き
気
が
す

る
ほ
ど
の
緊
張
モ
ノ
と
な
る

と
、
大
学
受
験
ま
で
遡
ら
ね

ば
な
ら
な
い
か
!? 

◆
本
紙

６
月
号
で
既
報
の
、
去
る
９

月
３
日
に
行
わ
れ
た
ワ
イ
ン

検
定
を
受
け
て
き
た
。
90
分

の
講
義
の
後
、40
分
の
試
験
。

38
名
が
受
講
し
、
う
ち
、
組

合
関
係
者
は
30
名
。
今
回
も

全
員
合
格
だ
っ
た
と
の
こ

と
。◆
中
立
売
組
合
の
藤
田

恒
二
郎
理
事
長
に
よ
る
丁
寧

な
講
義
、
ま
た
教
導
宜
し
き

を
得
て
、
筆
者
も
合
格
の
栄

に
与
っ
た
。◆
資
格
を
得
る

と
い
う
の
は
、
自
分
が
少
し

大
き
く
な
っ
た
気
が
し
て
、

気
分
が
良
い
。
同
期
合
格
の

ご
同
輩（
と
言
う
の
も
お
こ

が
ま
し
い
が
…
）各
位
も
同

じ
思
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

◆
次
に
知
人
の
店
か
ら「
手

伝
っ
て
く
れ
」と
オ
フ
ァ
ー

が
あ
っ
た
ら
、
こ
の
バ
ッ
ジ

を
付
け
て
臨
ん
で
や
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
。
あ
、
お
客
さ

ま
、
あ
ま
り
高
度
な
質
問
は

ご
容
赦
を
…
。

代
祭
の
中

心
。
今
年

も
京
都
御
所
の

健
礼
門
前
に
御
鳳
輦（
ご
ほ
う

れ
ん
・
桓
武
天
皇
と
孝
明
天
皇

の
御
神
霊
が
乗
っ
た
御
輿
）が

並
ん
だ
。

時

年
以
上
）な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　

式
典
後
は
金
一
志（
キ

ム
イ
ル
チ
）氏
ら
が
記
念

公
演
を
行
い
、
舞
い
や

琴
演
奏
を
披
露
し
祝
賀

会
が
ス
タ
ー
ト
。
会
を

寿
ぐ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア

ク
ト
を
受
け
て
、
木
村

理
事
長
は
多
数
の
参
列

に
感
謝
し
た
う
え
で「
当

組
合
は
あ
ら
ゆ
る
業
種

や
人
種
に
関
係
な
く
、

『
よ
せ
て
』と
い
う
人
は

全
て
ウ
ェ
ル
カ
ム
」と
挨

拶
、
ま
た
林
一
郎
副
理

事
長
は「
若
い
理
事
が
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
。

見
守
っ
て
欲
し
い
」と
述

べ
、
今
後
の
組
合
活
動

の
活
性
化
に
期
待
を
寄

せ
た
。
祝
賀
会
で
は
参

加
者
同
士
で
親
交
を
深

め
、
盛
況
の
う
ち
に
散

会
と
な
っ
た
。

（１）２０２５年（令和７年）１１月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３８７号

https://www.kyo-ryoinren.com
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京
都
市
中
京
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二
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入
ル 

京
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京
都
市
中
京
区
二
条
通

富
小
路
東
入
ル

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈

０
７
５（
２
２
２
）２
５
８
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令
和
７
年
度
第
４
回
三
役
会
開
催

引
き
続
き
カ
ー
ド
手
数
料
率
な
ど

　

去
る
令
和
７
年
10
月

９
日（
木
）午
後
４
時
よ

り
、
当
組
合
事
務
所
に

お
い
て
、「
令
和
７
年
度

第
63
回
全
飲
連
全
国
大
会

次
回
は
岩
手
県
で
開
催

　

次
回
の
全
国
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
の
全
国
大
会
に

つ
い
て
、
日
程
や
会
場
が
決
定
し
た
。

　

多
く
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
お
り
、
詳
し
く
は
当
組
合
ま
で
。

第
４
回
三
役
会
」を
開
催

し
た
。
当
日
は
牧
野
順

二
理
事
長
を
は
じ
め
、

副
理
事
長
、
会
計
担
当

①
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
委
員

会（
11
月
開
催
）に
向

け　

提
案
・
取
組
状

況
等
に
つ
い
て

②
全
飲
連
青
年
部
京
都

府
研
修
会（
来
年
度
開

催
）に
つ
い
て

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

手
数
料
率
引
下
げ
交

渉
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

④
京
都
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｌ
フ
ェ

ア
へ
の
出
店
に
つ
い

て
⑤
上
半
期
収
支
状
況
に

つ
い
て

常
務
理
事
の
計
５
名
が

出
席
し
た
。

　

議
題
は
、

　

こ
れ
ら
の
議
題
な
ど

が
話
し
合
わ
れ
た
。

　

特
に
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
手
数
料
に
つ
い

て
は
、
当
組
合
と
し
て

は
進
め
て
い
く
こ
と
が

決
定
し
て
お
り
、
今
後
、

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、

さ
ら
に
は
全
飲
連
理
事

会
に
も
は
か
る
予
定
。

改
め
て
の
ご
挨
拶
と
所
信
表
明

　

拝
啓 

暮
秋
の
候
、
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
盛
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
度
、
去
る
４
月

の
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
京
都
府
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合
の

理
事
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
、
杉
山
公
和
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

歴
史
と
伝
統
の
息
づ

く
京
都
の
地
に
お
い

て
、
中
華
料
理
と
い
う

文
化
の
一
翼
を
担
う
本

組
合
の
重
責
を
仰
せ
つ

か
り
、
誠
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
回
復
過
程
に
お
い

て
、
私
た
ち
飲
食
業
界

を
取
り
巻
く
環
境
は

日
々
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
ま
す
。
原
材
料
費

の
高
騰
、
人
材
の
確
保

育
成
、
後
継
者
問
題
、

衛
生
管
理
の
徹
底
な

ど
、
多
く
の
課
題
に
直

面
す
る
な
か
、
本
組
合

が
果
た
す
べ
き
役
割
は

益
々
重
要
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
は
、
先
人
た
ち
が

築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た

伝
統
と
信
頼
を
継
承
し

つ
つ
、
時
代
の
変
化
に

即
し
た
柔
軟
な
対
応
を

心
が
け
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
が
安
心
し
て
事
業

に
専
念
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
京
都

の
中
華
料
理
の
魅
力
を

よ
り
広
く
発
信
し
、
京

都
の
食
文
化
の
一
端
を

担
う
業
界
と
し
て
地
域

社
会
と
の
連
携
を
深
め

る
と
と
も
に
、
若
い
世

代
へ
の
継
承
と
発
展
に

も
力
を
注
い
で
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

何
卒
、
前
任
者
同
様
、

皆
さ
ま
方
の
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。敬

具

令
和
７
年
10
月
吉
日

京
都
府
中
華
料
理

生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長　

杉
山
公
和

開催日：2026年6月24日（水）
会　場：盛岡市民文化センター 大ホール

２０２５年（令和７年）１１月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可　定価一部１０円 第３８７号 （２）



京都料理飲食業組合連合会
075-252-0287

加入のお問い合わせは

事業主様

料飲国保組合

重要

念
願
の
恵
比
須
像
を
ご
開
帳

山
蔭
神
社
、
恵
比
須
祭
を
斎
行

雨
模
様
の
２
０
２
５
時
代
祭

御
鳳
輦
に
神
饌
を
奉
る

　

去
る
令
和
７
年
10
月

22
日
、
２
０
２
５
年
の

時
代
祭
が
行
わ
れ
た
。

平
安
遷
都
１
１
０
０
年

を
記
念
し
、
明
治
28
年

に
始
ま
っ
た
時
代
祭
は

今
年
、
１
３
０
回
目
の

節
目
を
迎
え
た
。
小
雨

交
じ
り
で
肌
寒
さ
も
感

じ
る
日
で
は
あ
っ
た
が
、

報
道
各
社
を
は
じ
め
、

京
都
府
警
に
よ
る
と
訪

れ
た
人
数
は
お
よ
そ
４

万
３
千
人
。

　

寺
田
紳
一
組
合
長
ら

京
都
料
理
組
合
は
神
饌

講
社
と
し
て
約
50
名
が

平
安
装
束
に
身
を
包
ん

で
参
加
。
組
合
長
を
先

カ
レ
ン
ダ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

11
月
28
日
に
、
全
て

の
組
合
員
の
皆
様
あ
て

に
、「
健
康
づ
く
り
カ
レ

ン
ダ
ー
２
０
２
６
」に
同

封
し
て
、
次
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
送
付
し
ま
す

の
で
ご
活
用
願
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
も
氏
名
・
住
所
変
更
…

手
続
き
は
必
要
と
な
り
ま
す
！

　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
が
氏

名
や
住
所
を
変
更
さ
れ

て
も
、
料
飲
国
保
に
は

そ
の
連
絡
は
あ
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、
次
の

場
合
に
は
、
料
飲
国
保

組
合
に
届
出
は
必
要
で

す
の
で
、
14
日
以
内
に

忘
れ
な
い
よ
う
に
届
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
従
業
員
を
雇
わ
れ
た
と
き
、
従
業
員
が
辞
め
ら

れ
た
と
き

◆
事
業
主
を
変
更
す
る
と
き
、
事
業
所
の
名
称
や

住
所
等
を
変
更
す
る
と
き

◇
住
民
票
に
変
更（
家
族
の
方
の
転
入
や
転
出
、

氏
名
、
住
所
な
ど
の
変
更
）が
あ
っ
た
と
き

◆
家
族
の
方
が
他
の
健
康
保
険
に
入
っ
た
と
き
、

辞
め
ら
れ
た
と
き

令
和
７
年
度
上
半
期
の
中
間
決
算

〜
国
保
財
政
の

　
　
　
　

安
定
化
を
目
指
し
て
〜

　

令
和
７
年
度
上
半
期

（
４
月
〜
９
月
）の
料
飲

国
保
組
合
の
中
間
決
算

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
上
半
期
と

比
べ
て
、
歳
入
の
保
険

料
・
国
庫
支
出
金
と
も

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
歳
出
の
保
険
給

付
費（
医
療
費
等
）や
高

齢
者
関
係
拠
出
金
は
約

１
割
程
度
減
少
し
た
た

め
、
歳
入
か
ら
歳
出
を

引
い
た
差
引
額
は
２
億

●「
薬
は
信
頼
で
き
る

パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
」

●「
第
三
者
行
為
に
よ

る
交
通
事
故
な
ど
に

あ
っ
た
場
合
は
ま
ず

連
絡
を
！
」

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」ま
た
は

「
資
格
確
認
書
」は
届
い
て
い
ま
す
か
？

　

料
飲
国
保
組
合
で

は
、
11
月
30
日
の「
健
康

保
険
証
」の
有
効
期
限
切

れ
を
前
に
、
各
所
属
組

合
を
と
お
し
て
、
被
保

険
者
一
人
ず
つ
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
登
録
の
有

無
に
よ
り
、
12
月
１
日

か
ら
使
用
す
る「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」ま
た
は

「
資
格
確
認
書
」の
い
ず

れ
か
を
従
業
員
・
家
族

分
を
ま
と
め
て
、
封
筒

に
入
れ
て
各
事
業
主
宛

に
交
付（
郵
送
ま
た
は
各

所
属
組
合
に
て
交
付
）し

て
い
ま
す
が
、
お
手
元

に
届
い
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

　

も
し
、
未
だ
届
い
て
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い
な
い
場
合
は
、
恐
れ

入
り
ま
す
が
各
所
属
組

合
あ
て
に
ご
連
絡
願
い

ま
す
。

●「
令
和
８
年
４
月
か
ら

子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
制
度
が
始
ま
り

ま
す
」

●「
12
月
１
日
か
ら
使
用

す
る『
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
』ま
た
は『
資

格
確
認
書
』を
交
付
し

て
い
ま
す
」

５
５
０
０
万
３
千
円

と
約
68
％
増
加
と
な

り
ま
し
た
。
10
月
以

降
の
下
半
期
は
保
険

料
の
更
新
に
伴
う
増

収
が
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
療
養
給
付
費
国

庫
補
助
金
は
来
年
３

月
ま
で
収
入
が
な

く
、
医
療
費
の
動
向

な
ど
に
よ
っ
て
は
引

き
続
き
厳
し
い
財
政

状
況
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

令和7年度上半期（4月～9月） 組合会計中間決算報告 概要

歳入額
　うち国民健康保険料
　うち国庫支出金
歳出額
　うち保険給付費
　うち高齢者関係拠出金
歳入歳出差引額

14億6,212万9千円
5億 92万8千円
6億3,880万6千円
8億3,387万6千円
3億8,168万6千円
3億5,649万2千円
6億2,825万4千円

12億8,731万5千円
4億5,072万8千円
5億5,229万3千円
9億1,406万4千円
4億3,248万3千円
3億8,428万2千円
3億7,325万1千円

1億7,481万4千円
5,020万 円
8,651万3千円
△8,018万9千円
△5,079万7千円
△2,779万 円
2億5,500万3千円

113.6%
111.1%
115.7%
91.2%
88.2%
92.8%
168.3%

R7年度 R6年度 増　減 伸び率

◆
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ

◆
資
格
確
認
書

被保険者様

被保険者様

被保険者様

頭
に
、
今
年
は
乙
文
の

木
村
一
智
氏
が
御
饌
長
、

野
田
屋
の
野
田
昌
伸
氏

が
副
御
饌
長
と
し
て
馬

上
の
人
と
な
り
、
10
社

の
各
講
社
、
お
よ
そ
２

０
０
０
人
の
列
の
先
頭

と
し
て
堺
町
御
門
か
ら

京
都
御
苑
に
入
り
、
京

都
御
所
健
礼
門
前
で
行

わ
れ
る
行
在
所
祭
で
神

饌
を
奉
っ
た
。
行
在
所

祭
は
桓
武
天
皇
、
孝
明

天
皇
の
御
神
霊
が
乗
る

　

去
る
令
和
７
年
10
月

19
日
午
後
２
時
よ
り
、

山
蔭
神
社
に
お
い
て
、

秋
の
例
祭
で
あ
る
恵
比

須
祭
が
行
わ
れ
た
。
髙

橋
英
一
敬
神
会
会
長
を

は
じ
め
、
各
組
合
員
、

関
係
者
ら
14
名
が
参

列
、
神
饌
、
玉
串
を
奉
っ

た
。

　

昨
年
予
定
さ
れ
て
い

た
が
悪
天
候
に
よ
り
延

期
と
な
っ
て
い
た
、
同

社
の
祭
神
で
あ
る
恵
比

須
神
の
ご
開
帳
も
厳
格

な
管
理
の
も
と
で
行
わ

れ
、
参
加
者
ま
た
神
職

の
多
く
も
初
の
ご
開
帳

と
い
う
こ
と
で
順
次
拝

礼
し
た
。

　

ご
開
帳
は
先
代
の
澤

井
宮
司
就
任
の
平
成
16

年
以
来
、
21
年
ぶ
り
。

元
々
こ
の
恵
比
須
神
は

有
栖
川
宮
家
か
ら
商
売

繁
盛
の
守
神
と
し
て
上

ノ
店
に
下
賜
さ
れ
た
も

の
で
、
昭
和
34
年
の
山

蔭
神
社
創
建
の
際
に
同

社
に
祀
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
。
本
殿
に

見
で
き
、
心
安
ま
り
嬉

し
く
思
う
。
今
後
も
お

守
り
い
た
だ
き
た
い
」と

挨
拶
。
ま
た
室
川
宮
司

も「
久
々
に
健
や
か
で
、

ふ
く
よ
か
な
お
姿
を
拝

見
で
き
た
」と
、
恵
比
須

神
に
つ
い
て
語
っ
た
。

鎮
座
し
、
こ
の
日
は
厨

子
に
移
さ
れ
拝
礼
と

な
っ
た
。

　

髙
橋
会
長
は「
雨
も
日

照
り
も
な
く
、
過
ご
し

や
す
い
日
に
、
素
晴
ら

し
い
恵
比
須
さ
ま
の
穏

や
か
で
良
い
お
顔
を
拝

２
基
の
御
鳳
輦
が
並
ぶ

健
礼
門
前
で
、
宮
司
や

総
代
ら
が
参
加
し
て
行

わ
れ
る
も
の
で
、
同
組

合
の
年
間
行
事
と
し
て

非
常
に
重
要
な
も
の
。

そ
の
後
、
各
講
社
列
が

午
後
12
時
に
御
所
を
出

発
。
神
饌
講
社
は
列
の

殿
と
し
て
、
無
事
に
務

め
を
終
え
た
。

（３）２０２５年（令和７年）１１月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３８７号
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香りは半径数mに？
上位互換のひと皿に

舞鶴牡蠣ソース

割烹いいむら（かっぽう いいむら）
京都市下京区七条通東洞院西入ル真苧屋町216
TEL.075（351）8023

安長 久夫
Yasunaga  Hisao

＼ ／

昭和10年代、戦前創業の割烹で、三代目の右腕として
長く腕をふるう。「忙しさが度を超すと、間違うリスク
は増えますね…」。人手が足りなくなったときの苦労を
振り返ることもある。それでも、魚のアラを丁寧にほ
ぐして集めて和えたポテトのチーズ焼きに、インバウ
ンド客が大喜びする様子をみるのはたまらない。そん
な日々の喜びが何よりだと感じる今日この頃だ。

取材協力：崎田商事株式会社　京都府舞鶴市竹屋95番地　☎0773（75）0105

30cmを超える大振りのアジの半身を使ったが、文中にあるように10cc、い
や1切れに2～3滴でもソース役として事足りる。アジの仕入れやサイズにもよ
るが、原価に100円～150円プラスで

「デリ雫」110cc入りで1500円。全国
の調味料264品からNo.1を決める「調
味料選手権2025」にエントリー。審査
を勝ち抜き、55品の入賞商品に選ばれ
ている

「
誘
う
」と
い
う
よ
り「
紹
介
し
た
く
な
る
」

そ
う
い
う
組
合
に
な
っ
て
い
け
れ
ば

　

理
事
に
就
任
し
た
の

は
、
先
の
総
会
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
す
の
で
、
理

事
歴
と
し
て
は
ま
だ
ま

だ
な
ん
で
す
。
理
事
長

さ
ん
や
役
員
さ
ん
か
ら

の
お
声
が
け
、
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
私
は
事
務
局
か

ら
要
請
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
若
い
人
に
理
事

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
こ
と
で
。

　

２
０
２
１
年
に
独
立

開
業
、
組
合
に
加
入
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
の
も

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し

た
。
こ
れ
も
ど
な
た
か

か
ら
お
声
が
け
を
い
た

だ
い
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
て
、
保
険
の
こ

と
と
か
、
調
べ
て
い
る

う
ち
に
組
合
に
行
き
当

た
っ
た
と
い
う
感
じ
な

ん
で
す
。
加
入
以
来
、

色
々
と
分
か
ら
な
い
こ

と
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
く
の
に
、
事
務
局
に

は
よ
く
伺
っ
て
い
ま
し

た
。
理
事
へ
の
お
声
が

け
に
は
、
そ
ん
な
理
由

も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

　

そ
う
い
っ
た
経
緯
も

あ
り
、
理
事
に
推
し
て

い
た
だ
い
た
か
ら
と

い
っ
て
、
も
っ
と
上
を

目
指
し
て
い
る
と
か
、

そ
う
い
う
わ
け
で
は
な

く（
笑
）。
理
事
会
が
あ
っ

て
、
総
会
が
あ
っ
て
…

と
い
う
運
営
を
粛
々
と
、

と
い
う
感
じ
で
す
ね
。

組
合
の
印
象
と
し
て
は
、

や
や
レ
ト
ロ
な
感
じ
が

良
く
、
み
な
さ
ん
組
合

を
通
し
て
長
い
お
付
き

合
い
を
さ
れ
て
い
て
、

絆
を
感
じ
ま
す
。
今
は

理
事
会
を
通
し
て
意
見

を
伝
え
る
こ
と
が
出
来

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
し
、
担
う
べ
き
も

の
は
自
覚
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
弊
社
で
は
４

店
舗
を
経
営
し
て
い
ま

し
て
、
運
営
で
す
と
か
、

体
制
で
す
と
か
、
こ
れ

は
組
合
と
通
じ
る
と
こ

ろ
も
あ
る
と
思
う
ん
で

す
。
組
合
は
利
益
を
求

め
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
気
に
す
べ
き
、

ま
た
守
る
べ
き
「
数
字
」

は
あ
り
ま
す
か
ら
。
今

月
、
組
合
の
創
立
75
周

年
記
念
が
あ
り
ま
す
（
一

面
参
照
）。
そ
の
実
行
委

員
長
で
も
あ
り
、
予
算

の
使
い
方
も
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
ね
。

会
社
組
織
に
い
た
経
験

も
あ
り
ま
す
の
で
、
経

営
に
つ
い
て
も
個
人
店

と
は
少
し
違
う
見
方
も

で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

弊
社
で
は
「
美
味
し

い
」
を
楽
し
む
「
輪
」

を
世
界
に
広
げ
る
。
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
月
並
み

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
た
め
に
は
自
分
た

ち
が
楽
し
む
こ
と
だ
な
、

と
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
は
大
切
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要

で
す
。
自
身
の
事
業
を

育
て
て
い
く
の
に
、
理

事
の
先
輩
が
外
販
で
売

上
を
上
げ
て
お
ら
れ
る

の
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

老
舗
の
お
店
の
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
も
非
常
に
勉
強

に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
学
び
や

気
付
き
を
い
た
だ
い

て
、
組
合
に
加
入
す
る

メ
リ
ッ
ト
、
を
考
え
る

と
、
私
個
人
で
言
え
ば

「
同
じ
志
を
持
っ
た
人
」

に
会
い
た
い
で
す
。
集

客
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の

共
有
の
テ
ー
マ
を
基
に

集
ま
っ
た
り
、
話
し
た

り
、
ワ
イ
ン
や
、
趣
味

が
高
じ
た
集
ま
り
で
も

よ
く
て
、
仲
間
が
増
え

た
ら
い
い
な
、
と
。
そ

京
都
下
京
料
理
飲
食
業
組
合 　
理
事　
藤
本
大
樹

ふ
じ  

も
と  

だ
い  

き

ホ
テ
ル
で
の
勤
務
時
代
、少
年
の
頃
か
ら
の
友
人
が
ふ
た
り
、約
束
を
し
た
。

「
頑
張
っ
て
２
人
で
一
緒
に
、
店
を
出
そ
う
」。

そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
、
そ
の
約
束
は
果
た
さ
れ
た
。

２
０
２
１
年
に
独
立
し
て
以
来
、
既
に
４
店
舗
を
経
営
す
る
ま
で
に
。

経
営
者
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
的
な
感
覚
も
持
つ
、

新
た
な
若
手
理
事
が
思
い
描
く
、
組
合
運
営
の
秘
策
と
は
。

ワ
イ
ン
食
堂 

季
の
八（
わ
い
ん
し
ょ
く
ど
う 

き
の
は
ち
）

２
０
２
２
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
店
。

藤
本
さ
ん
が
ホ
テ
ル
で
の
勤
務
時
代
に
約
束
し
た
お
相
手

が
シ
ェ
フ
・
野
菜
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
腕
を
ふ
る
う
。
四
季

の
料
理
の
提
供
は
も
ち
ろ
ん
、
藤
本
さ
ん
は
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
と
し
て
、
他
に
も
ソ
ム
リ
エ
、
パ
テ
ィ
シ
エ
に
い
た

る
ま
で
、
各
ス
タ
ッ
フ
が
飲
み
食
べ
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
て

く
れ
る
。
キ
ッ
チ
ン
を
ぐ
る
り
と
囲
む
コ
の
字
カ
ウ
ン

タ
ー
の
ラ
イ
ブ
感
、
ま
た
ビ
ル
の
２
階
で
は
あ
る
が
、
女

性
の
ひ
と
り
客
で
も
行
き
や
す
い
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
ど

お
り
の
店
で
も
あ
る

ん
で
す
。
５
人
〜
10
人

く
ら
い
集
ま
っ
て
「
共

通
の
テ
ー
マ
」
を
話
し

合
え
た
ら
、「
課
題
の
共

有
」
や
「
課
題
の
解
決

の
き
っ
か
け
」
に
出
会

え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
経
営
者
は

孤
独
な
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
健
康
保
険
の

た
め
だ
け
の
組
合
で
は

な
く
な
る
と
、
存
在
意

義
が
変
わ
り
、
組
合
を

「
紹
介
し
た
く
な
る
」
の

で
は
な
い
か
と
。
そ
ん

な
環
境
、
と
い
う
か
体

制
、
い
や
も
っ
と
身
近

な
こ
と
で
す
ね
。
気
質

と
か
気
風
み
た
い
な
も

の
。
そ
ん
な
の
が
あ
っ

て
も
良
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ん
な
集
ま
り
に
ゲ
ス
ト

が
い
て
も
い
い
と
思
い

ま
す
し
、
店
長
が
集
ま

る
と
か
、
も
っ
と
広
く

所
属
ス
タ
ッ
フ
が
集

ま
っ
て
も
良
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

先
ほ
ど
、
や
や
レ
ト

ロ
と
感
想
を
言
い
ま
し

た
が
、
何
し
ろ
組
織
が

固
い
名
前
な
の
で
（
笑
）、

別
ブ
ラ
ン
ド
の
集
ま
り

を
作
っ
て
も
良
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
か
。
別

方
向
の
宣
伝
が
あ
っ
て

も
良
い
か
な
と
思
う
ん

で
す
。

　

そ
こ
で
メ
リ
ッ
ト
の

話
に
戻
る
ん
で
す
が
、

こ
う
い
っ
た
こ
と
が
全

て
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
う

京
都
市
下
京
区
真
苧
屋
町
２
１
７ 

京
都
駅
前
第
八
ビ
ル
２
階

☎
０
７
５（
７
４
６
）３
７
７
８

17
時
〜
23
時
30
分（
フ
ー
ド
Ｌ
・
Ｏ
・
22
時
30
分 

ド
リ
ン
ク
Ｌ
・

Ｏ
・
23
時
）／
火
水
休
、
他
不
定
休
あ
り

今年の6月にリリースされたばかり。便宜上「ソース」と
書いたが、いわゆるオイスターソースが牡蠣を蒸すなど
して、そのエキスを使用しているのに対して、同品は牡
蠣の身そのものをペースト状にしていて、それが原料の
50％を占める。要は牡蠣の流動食のようなものに醤油
や京都産玉ネギ、三温糖、酒、みりんなどを加えて粘度
を低くしたもの。牡蠣を食べている（舐めている）ような
もので、味が濃厚であることはもちろん、まず開封した

ときの香りでその違いは歴然
だ。狭い部屋だと、牡蠣の
香りで満ちるのではないかと
いうぐらい。同社社長直々の
アイデアだといい、思い付い
たら即、ご当地舞鶴の牡蠣
養殖業者が手の届くところに
いるのが同社の強いところ。
カルパッチョに、バーニャカ

趣
味
は
チ
ヌ
狙
い
の
海
釣
り
と
　
　

京
都
の
ラ
ー
メ
ン
は
ほ
ぼ
制
覇
！

ウダソースのアクセントに、贅沢にパスタソースにと用途は広
いが、「色々試しましたが、特に蛋白な白身の魚が合いますね」
ということで、レアアジフライに添えてみた。半生のアジのコ
ク、フライの食感、そこに濃厚な牡蠣の香りと味が広がって、
軽い下味だけで充分美味い。原価を考慮したこともあるが、
小さじ2杯（10cc）ほどの量でバチッと味は決まる。正に凝縮
されたひと雫、ふた雫で、いつものひと皿にひと味、ふた味、
加えた上位互換を生み出す一品、いかがだろう。

２０２５年（令和７年）１１月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可　定価一部１０円 第３８７号 （４）


